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　去る２月 24 日、ロシア連邦はウクライナへの軍事侵攻を開始し、一般市民を含め多数の
死傷者が出ている。
　武力によるロシア連邦の攻撃はウクライナへの重大な主権侵害であり、国際社会ひいては
我が国の平和と秩序、安全を脅かし、かつ明らかに国連憲章に違反する行為であり、断じて
容認できない。
　本町では、幸せな町民生活を守るため、世界の平和と安全を実現し恒久の平和を願い平和
非核宣言を行っており、ウクライナへの侵略はそのような町民の願いに反するものである。
　よって、豊頃町議会は、ロシア連邦によるウクライナ侵略を厳しく非難するとともに、世
界の恒久平和の実現に向け、ロシア連邦に対し、即時に
完全かつ無条件で軍をウクライナより撤退させるよう、
国際法に基づく誠意を持った対応を強く求める。
　
　以上、決議する。
　令和４年３月 10 日　　　　　
　　　　　　　　　　　豊頃町議会

大崎英樹議員から提案説明がなされ、議員全員の賛成で決議されました。

早
く
お
示
し
し
た
い
。

中
村
議
員

中
村
議
員　
長
節
を
拠
点
に
狩
猟

や
商
品
製
造
・
流
通
を
行
っ
て
い
る
会

社
が
、
ト
ン
ケ
シ
山
に
レ
ス
ト
ラ
ン
な

ど
の
経
営
を
構
想
し
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
が
、何
か
照
会
な
ど
は
あ
る
の
か
。

レ
ス
ト
ラ
ン
の
構
想
は
伺
う
機

会
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
可
能
と

な
る
よ
う
努
め
て
い
る
つ
も
り
で
あ
る

が
、
今
後
は
災
害
等
の
宿
泊
避
難
場
所

と
し
て
利
用
の
可
能
性
が
な
い
か
な
ど

協
議
し
て
い
き
た
い
。

小
笠
原
議
員

小
笠
原
議
員　
今
後
の
サ
マ
ー
ラ

ン
ド
市
と
の
交
流
事
業
に
つ
い
て
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
、
令
和
4

年
度
に
つ
い
て
も
生
徒
の
派
遣

を
見
送
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
現
在
、

町
交
流
協
議
会
と
連
携
し
て
オ
ン
ラ
イ

ン
に
よ
る
交
流
が
で
き
な
い
か
検
討
を

し
て
い
る
。

杉
野
議
員

杉
野
議
員　
成
年
後
見
人
制
度
に

つ
い
て
、
高
齢
者
に
説
明
等
入
念
な
周

知
を
図
り
、
安
心
し
て
高
齢
者
が
生
活

で
き
る
よ
う
行
政
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
が

必
要
と
考
え
る
が
。

制
度
が
分
か
り
や
す
く
利
用
し

や
す
い
も
の
に
な
る
よ
う
周
知

に
努
め
る
。

▼
町
道
の
変
更
に
つ
い
て

　

町
道
牛
首
別
南
33
線
（
牛
首
別
地
区
）

の
起
点
を
変
更
し
、
延
長
を
２
５
７
ｍ
か

ら
１
０
４
５・３
ｍ
に
変
更
す
る
も
の
。

▼
町
道
の
廃
止
に
つ
い
て

　
使
用
さ
れ
て
い
な
い
町
道
農
野
牛
礼
作

別
線
（
農
野
牛
地
区
）
の
路
線
を
廃
止
す

る
も
の
。

　
産
業
厚
生
常
任
委
員
会
の
審
査
報
告
に

基
づ
き
、
２
議
案
を
原
案
の
と
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

▼
令
和
３
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算

	

（
第
10
号
）

　

住
民
税
非
課
税
世
帯
等
に
対
し
、
１

世
帯
当
た
り
10
万
円
を
給
付
す
る
臨
時

特
別
給
付
金
給
付
事
業
に
５
３
０
６
万

円
、
昨
年
11
月
９
日
か
ら
10
日
に
か
け
て

の
低
気
圧
に
よ
る
大
雨
に
よ
り
被
害
を

受
け
た
奥
地
林
道
農
野
牛
線
の
災
害
復

旧
工
事
費
３
２
０
０
万
円
、
道
東
太
平

洋
に
お
い
て
発
生
し
た
赤
潮
の
影
響
に

よ
り
、
多
大
な
被
害
を
受
け
た
漁
業
者

へ
の
支
援
の
た
め
の
交
付
金
８
４
０
万

円
の
計
上
な
ど
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

８
８
２
２
万
２
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総

額
を
53
億
１
６
９
５
万
５
千
円
と
す
る
補

正
予
算
案
を
審
議
。

　
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

ロシア連邦によるウクライナ侵略を厳しく非難する決議

第
１
回
臨
時
会
（
１
月
21
日
開
催
）

　
ひ
と
り
親
家
庭
の
福
祉
向
上
を
目
的

と
し
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
母
又
は
父
の

外
来
医
療
費
を
助
成
の
対
象
と
す
る
も

の
。(
従
来
は
入
院
時
の
み
助
成
。)

▼
豊
頃
町
消
防
団
条
例
の
一
部
改
正

　
消
防
団
員
の
年
額
報
酬
や
、
災
害
等

の
職
務
従
事
時
の
報
酬
額
を
増
額
改
正

す
る
も
の
。

▼
豊
頃
町
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
改

正
　

豊
頃
町
課
設
置
条
例
の
改
正
に
伴

い
、
常
任
委
員
会
が
所
管
す
る
課
や
係

の
規
定
を
改
正
す
る
も
の
。(

議
員
発

議)
基
本
的
に
は
認
印
を
使
用
し
て

い
た
申
請
書
類
等
の
押
印
は
廃

止
対
象
と
し
て
い
る
。
な
お
町
民
か
ら

の
申
請
書
と
呼
ば
れ
る

も
の
に
つ
い
て
は
押
印

が
不
要
と
な
り
、
契
約

や
協
定
、
権
利
関
係
の

書
類
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
通
り
押
印
を
必

要
と
し
て
い
る
。

▼
豊
頃
町
課
設
置
条
例
の
一
部
改
正

石
田
議
員

石
田
議
員　
会
計
管
理
者
が
住
民

課
長
兼
務
と
な
る
。
会
計
事
務
の
処
理

の
ボ
リ
ュ
ー
ム
は
大
き
い
と
思
わ
れ
る

が
、
支
障
は
生
じ
な
い
の
か
。

現
在
会
計
管
理
者
を
含
め
3
名

体
制
で
出
納
業
務
を
行
っ
て
い

る
が
、今
後
は
会
計
管
理
者
の
ほ
か
に
、

係
を
3
名
配
置
し
対
応
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

令
和
３
年
度
補
正
予
算

石
田
議
員

石
田
議
員　
町
た
ば
こ
税
の
税
収

が
増
額
と
な
っ
た
理
由
は
。

税
率
の
引
き
上
げ
の
ほ
か
、
コ
ロ

ナ
の
影
響
に
よ
り
外
出
控
え
と

な
っ
た
こ
と
、
ま
た
令
和
2
年
12
月
か

ら
町
内
に
新
た
に
コ
ン
ビ
ニ
が
1
件
増

え
た
こ
と
に
よ
り
、
町
内
で
た
ば
こ
を

購
入
し
た
方
が
増
え
た
こ
と
が
要
因
と

推
測
し
て
い
る
。

小
笠
原
議
員

小
笠
原
議
員　
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商

品
券
が
初
日
で
売
り
切
れ
て
い
る
状
況

に
あ
り
、
あ
ら
か
じ
め
大
枠
の
予
算
計

上
が
必
要
と
考
え
る
が
。

販
売
枚
数
は
チ
ラ
シ
等
で
周
知

し
て
お
り
、
事
前
に
高
齢
者
へ
優

先
的
に
販
売
し
て
い
る
が
、
購
入
で
き

な
い
方
が
い
る
こ
と
は
承
知
し
て
い

る
。
今
後
商
工
会
と
協
議
の
う
え
検
討

す
る
。

令
和
４
年
度
当
初
予
算

大
崎
議
員

大
崎
議
員　
町
有
林
整
備
を
行
う

町
内
事
業
者
の
人
手
不
足
、
後
継
者
不

足
へ
の
対
策
は
。

林
業
及
び
農
業
・
漁
業
と
い
っ
た

す
べ
て
の
第
一
次
産
業
に
お
い

て
、
後
継
者
不
足
は
喫
緊
の
課
題
だ
と

認
識
し
て
い
る
。
町
と
し
て
何
が
で
き

る
の
か
各
関
係
機
関
と
協
議
し
対
応
し

た
い
。大

谷
議
員

大
谷
議
員　
移
住
体
験
事
業
は
コ

ロ
ナ
対
策
に
よ
り
中
止
し
て
い
た
事
業

で
あ
る
が
、今
後
の
事
業
の
進
め
方
は
。

移
住
体
験
住
宅
の
利
用
に
あ

た
っ
て
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明

や
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
結
果
の
提
示
を
求
め
る

な
ど
要
領
を
作
成
し
て
お
り
、
全
体
的

な
状
況
を
鑑
み
つ
つ
今
後
も
事
業
を
進

め
て
い
き
た
い
。

石
田
議
員

石
田
議
員　
広
域
保
育
利
用
委
託

制
度
の
内
容
は
。

豊
頃
町
居
住
の
児
童
を
町
外
の

保
育
所
に
、
町
外
居
住
の
児
童
を

豊
頃
町
の
保
育
所
に
入
所
可
能
と
す
る

制
度
。
居
住
市
町
村
の
保
育
所
へ
の
入

所
に
よ
り
、
親
の
勤
務
が
困
難
に
な
る

な
ど
の
支
障
が
生
じ
る
場
合
の
み
本
制

度
の
利
用
が
可
能
と
な
る
。

坂
口
議
員

坂
口
議
員　
鳥
獣
被
害
防
止
対
策

事
業
に
つ
い
て
、
事
業
者
か
ら
補
助
内

容
に
対
す
る
意
見
が
挙
が
っ
て
お
り
、

事
業
内
容
に
反
映
で
き
な
い
か
。

令
和
2
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
3

年
計
画
事
業
の
た
め
、
令
和
4
年

度
は
、
見
直
し
は
行
わ
ず
、
課
題
等
を

整
理
し
た
う
え
で
、
令
和
5
年
度
か
ら

整
備
を
検
討
し
た
い
。

中
村
議
員

中
村
議
員　
大
津
地
区
に
お
け
る

避
難
路
整
備
に
つ
い
て
、
住
民
の
不
安

解
消
の
た
め
、
早
急
に
全
体
像
を
示
し

事
業
を
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

大
津
地
域
住
民
と
の
話
し
合
い

の
際
に
も
、
避
難
路
が
国
道

３
３
６
号
線
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
で

不
安
で
あ
る
こ
と
を
伺
っ
て
い
る
。
整

備
の
全
体
像
に
つ
い
て
は
出
来
る
だ
け

主
な
審
議
内
容

条
例
制
定
・
改
正

▼
行
政
手
続
に
お
け
る
押
印
等
の
見
直

し
に
伴
う
関
係
条
例
の
整
理
に
関
す
る

条
例
の
制
定

石
田
議
員

石
田
議
員　
押
印
の
見
直
し
に
つ

い
て
、
押
印
が
不
要
と
な
る
書
類
が
あ

る
な
か
、
押
印
が
必
要
と
な
る
書
類
と

の
違
い
は
何
か
。
ま
た
町
民
が
申
請
を

す
る
場
合
に
押
印
が
必
要
と
な
る
も
の

は
あ
る
の
か
。


